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[トピックス１] 組体操における事故防止の留意点 より 

 

Ⅱ 事故事例を踏まえた事故防止の留意点 

(2) 運動会・体育祭で実施する組体操は高さを求めない 

普段から組体操のトレーニングを積んだ集団であれば話は別だが、運動会・体育祭で行う組体操のよ

うに、直前の限られた時間でしか練習できない学校現場の場合、高さを求める組立技は避けるべきであ

る。安全を重視した組立体操は補助者の手の届く高さで実施するべきであり（図２、３）、 特に小学校

において３段以上のタワーを実施することは避けた方がよい。では高さを求めず横に広げる方法にシフ

トチェンジしてみてはどうだろうか。図４、５のように意外と迫力のある組立技となり、また人数が多

くなればなるほど全体でタイミングを合わせることが難しく、完成させることが難しくなる。高さを追

求しなくても、十分に達成感を感じることができるはずである。 

 

 

Ⅳ 主な種目についての指導方法 

(1)タワーについて 

上段まで手が届かず確実な補助の出来ない３段以上のタワーを小学生に実施させるのは、安全面から

考えると避けるべきである。中学生以上において、十分な練習時間が確保出来ることや、上段・中段・

下段と体格の揃ったメンバーがいるなど条件が整えばチャレンジすることは出来るが、組立時の姿勢や

腕の組み方などしっかりとした指導方法を取らなければ危険である。 

(3)ピラミッドについて 

近年、立体的な巨大なピラミッドが運動会・体育祭で実施されるようになったが、これは安全面から

考えると避けるべきである。組み立てるのに時間がかかり、下段の土台を担当している者に長い間相当

な負担がかかること。高層ピラミッドになると、上段の者らが転落した時に補助に入れないこと。万一

崩れた際に中央部にいる者たちには補助の手が届かない。崩れた際に中央部の者たちには逃げ場がなく

下敷きになること。などが理由である。 

俵積みの平面ピラミッドに関しては、小学校では３段、中学校以上で４段までが限界だと考える。練

習としては、まずは２段から始め、確実な３段ピラミッドを作ることが必須となる。 
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